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の構造並びに構造変化を研究することは、蛋白質の機能発現過程を考える上で非常に重要である o 今回、 M中間体か
ら元の暗状態の PYP に戻る過程を分光学的手法、特に NMR を用いることで、残基レベルでの解析を試みた。
M中間体構造は、可視・紫外吸収、 CD (円偏光二色性)、 FTIR (フーリエ変換赤外吸収)スペクトルの結果から、
発色団は異性化プロトン化状態にあり、蛋白質部分は二次構造にかなり大きな変化があることが明らかとなった。ま
た、 X線小角溶液散乱法 (SAXS) により、蛋白質の慣性半径を測定した結果、 M中間体時には、 15%程度容量が増
















Yellow Protein の MI00L 変異体を取り上げ、光吸収、赤外吸収、円二色性、 X線小角散乱により野性型との相違を
検討した後、 MI00L のM中間体からの戻りの反応を、時分割 NMR 法により解析したものである。その結果、その
反応での PYP の残基毎の動きを明らかにすることが出来た。それによるとその反応では疎水性残基が先ず殻を作り、
その中で発色団の異性化が起こり、そしてその周りが元の構造に戻っていくことが分かった。このような蛋白質につ
いての NMR 測定は世界的に初めてであり、また蛋白質で各残基の動きが明らかにされたのも始めてである。
この成果は PYP の研究のみならず蛋白質の研究において画期的な成果であり、蛋白質研究に大きく貢献するもの
であるo よって博士(理学)の学位論文として十分価値有るものと認める。
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